
患者様用

患者氏名 様 受け持ち医師： 受け持ち看護師：

月日 ／ ／　～　　／

経過 術後2日目 術後3日目～退院日

◇手術の必要性が理解できている ◇麻酔・手術の侵襲から早期に回復する ◇トイレまで歩行ができる ◇排ガスがある 退院基準

◇不安が軽減し、落ち着いている ◇手術創の出血がない・性器出血が少量である ◇痛みが自制内である ◇痛みが自制内で ◇排便がある

◇手術に必要な検査が終了しており、手術の準備が整っている ◇創痛・苦痛が強くない  　病棟内を歩行できる ◇発熱がない

身長・体重をはかります。 点滴が２本あります。 点滴が３本あります。 ●起床後、坐薬を入れます。 点滴があります。

診察・問診をします。 (●16時に下剤を飲みます 。)手術部位の除毛をします。

皮膚が弱い方は、テープかぶれしないか(●21時に下剤を飲みます。)臍の掃除をします。

検査をします（24時間）。 ●9時に下剤を飲みます。  　

(●21時に下剤を飲みます。) ●15時に下剤を飲みます。　

●16時に坐薬を入れます。　

（必要な方のみ、弾性ストッキングのサイズ測定をします。）

排泄

＊入院前にマニキュア・ジェルネイル・指輪は外しておいてください。

＊手術のために準備していただくもの（病院の売店で揃えることができます。紙オムツ・尿とりパットは、1枚ずつ購入することができます。） 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

＊術後着は、eレンタルにてご準備頂いてます。入院時にレンタルの手続きを行い、ご準備ください。
     　　　 　　　　　　　　　　　　　 　 

　診療計画・入院期間については現時点の予定です。何かわからないことがあればいつでもお尋ねください。

　本人・家族への説明　　  　年　　  月　  　日　　説明者署名：

・主治医から次回外来日の説明があります。

・受け持ち看護師から、退院後の生活指導が
あります。

絶飲水

除毛後にシャワー浴をしてください。

手術が１番目のときは、9時に
手術室に行きます。

手術が2番目以降のときは、
手術前から点滴をする場合も
あります。

術後3時間から2時間おきに
看護師が体の向きを変えま
す。

　　　　　ロボット支援下子宮体がん手術を受けられる患者さまへ　

術後１日目

／ ／ ／

尿の管が入っています。

血液検査

／

（手術後）

午前中に診察があります。
　
点滴があります。

清潔

検査

安静度

確認事項

注意点

術前3分菜

＊病院食以外は食べることは
出来ません。

制限はありません。

＊検査によっては、食事内容が変
更になることがあります。

シャワー浴ができます。

飲水は可です。

達成目標

治療・処置
(点滴・内服)

食事

手術前日入院日（手術３日前） 手術２日前

絶食

※下剤が変更となる可能性がありますので、入院当日担当看護師より説明あります。

常食

／

シャワー浴はできません。

手術当日（手術前）

血液検査

朝、主治医より診察があります。
その後、吐き気がなければ

飲水できます。
夕から3分粥が始まります。

看護師が身体拭きをします。

排便がなければ、追加の
下剤内服を検討します。

病棟内安静

退院前の診察があります。

絶食 

(    　　    )時まで飲水可

尿の管が入っています。

歩行できたら、尿の管を抜きま
す。

制限はありません。

血液検査

制限ありません。

シャワー浴

全粥 常食
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看護師と一緒に歩く練習をします。

・手術までのスケジュールについて説明を行います。

・抗血栓薬、糖尿病薬、降圧剤内服、インスリン注射されている方
は、手術のため、中止することがありますので看護師に教えてくださ
い。

・化粧、マニキュアはしないでくださ
い。

・紙ｵﾑﾂ1枚、尿取りパット１枚、術後
着１枚を看護師へ渡してください。

・麻酔科の医師と手術室の看護師が
問診にきます。

・HCUに入られる患者様は、HCUの看
護師が説明にきます。

指輪・ネックレス・ヘアピン
・コンタクト・時計・義歯

などは、すべて外してくださ
い。

・手術終了後、主治医から
御家族に説明があります。

・痛みがあるときは、痛み止め
をしますので、お知らせくださ
い。

・ベッド上でも、足を曲げたり伸
ばしたりしてください。

・痛みがあるときは、痛み止めを
 しますので、お知らせください。

・痛みをとって看護師と一緒に
　動きましょう。


